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奨学団体名

（奨学金名称）

2025

募集依頼人数

募集学年

募集学部・研究科

研究分野等

大学締切時期

給付 月額 貸与 無

授業料相当額支給

（採用時）一時金

併給
年齢制

限

就労制限
出身地

制限

その他応募条件

学部生

小学校教員、特別支援学校教員、中学・高等学校の国語科教員のいずれかを目指す者

奨学生募集要項（2025年度）

博報堂教育財団

2名（全国で100名程度）

神戸大学推薦枠（A区分）

神戸大学推薦枠（Ａ区分）申請要項参照

無

自宅生：50,000円

自宅外学生：100,000円（採用後申請し認定さ

れた場合）

給付月額に含む

・日本学生支援機構及び他民間財団の給付型奨学金との併給は不可

・貸与型奨学金との併給、授業料免除との併用は可

授業料免除を受ける場合は、免除される授業料の割合に応じて奨学金の額を減額して給付

・大学から推薦された場合は、課題文（①あなたはどういう人ですか　②あなたはなぜ教員になり

たいと思ったのか、どのような教員になりたいのか（自筆）」を要提出

一部可

—

無

無









4.奨学生の募集·選考・採用（大学の場合〕

1)奨学生の募集・選考・採用の手順

2025年度博報堂教育財団教職育成奨学金事業

①当奨学金制度への応募は、必ず「推薦依頼大学」を通じて行うこととします。
※学生本人からの直接応募や問い合わせは受け付けません。

②「推薦依頼大学」は、前述の応募資格要件に合う在籍学生の中から、当財団が提供する評価
基準（別紙「奨学生人材像における評価基準」）を参考に、学内にて学生を選考し、
「第一推薦枠1名」「第二推薦枠1名」を候補として、当財団事務局に申請いただきます。
※第一推薦枠については、当財団の選考委員会による協議に基づき、大学毎に推薦いただきたい

学生の志望校種（小学校教員志望、特別支援学校教員志望、中学 ・ 高等学校国語科教員
志望）を指定させていただきます。

③「第一推薦枠1名」については、面接の上、奨学金給付対象者を決定します。
④「第二推薦枠1名」については、すべての「推薦依頼大学」の第二推薦枠学生の中から、書類選

考及び面接を行い、奨学金給付対象者を決定します。
⑤上記、奨学金給付対象者は、最終的に当財団の理事長による決定の上で、大学を通じて本人に

通知します。

第一推膿枠 第二推薦枠

小学校教員、特別支援学校教

学生の志望校種
当財団が指定する校種の教員 員、中学・高等学校国語科教員
志望者の学生 志望のうち、いずれかの校種の教

員志望の学生

（大学内での選考）
（大学内での選考）

↓ 
↓ 

く書類選考＞
学生の選考プロセス

く面接＞
く選考委員会による面接＞

↓ 
↓ 

↓ 選出・決定し、
奨学金給付対象者に採用

奨学金給付対象者に採用
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2025年度博報堂教育財団教職育成奨学金事業

s. 奨学金の給付の方法

1) 給付の方法
①奨学金の給付は、事前にご提出いただいた本人名義の銀行口座に振り込みます。
②奨学金給付のタイミングは以下2)3)のとおりです。なお、給付の2ヶ月前に、当財団事務局が

大学に本人の在籍確認を依頼します。

2) 初年度
► 10月上旬…授業料相当額：月額 X 9ヶ月分

(4月～12月分） 自宅外生特別支援費：月額x9ヶ月分（自宅外生のみ）
► 1月上旬…授業料相当額：月額 X 3ヶ月分

(1月～3月分） 自宅外生特別支援費：月額 X 3ヶ月分（自宅外生のみ）
3) 翌年度以降

► 5月末…授業料相当額：月額 X 3ヶ月分
(4月～6月分） 自宅外生特別支援費：月額x3ヶ月分（自宅外生のみ）

► 7月上旬…授業料相当額：月額x3ヶ月分
(7月～9月分） 自宅外生特別支援費：月額 X 3ヶ月分（自宅外生のみ）

► 10月上旬…授業料相当額：月額 x3ヶ月分
(10月～12月分） 自宅外生特別支援費：月額x3ヶ月分（自宅外生のみ）

► 1月上旬…授業料相当額：月額 X 3ヶ月分
(1月～3月分） 自宅外生特別支援費：月額x3ヶ月分（自宅外生のみ）

6．奨学金給付開始時の誓約

奨学金給付開始時には、以下について本人及び保証人に誓約していただきます。

①教員になる強い意志を持ち努力を継続すること。大学在学中に、以下のいずれかの教職課程を修

了し、教員免許状を取得すること。
ア． 小学校教員
イ． 中学校及び高等学校の国語科の教員
ウ． 特別支援学校教員

②大学・大学院在学中は教員になるための準備をし、将来的に教員採用試験、もしくは私学の教
員採用試験を受験すること。

③次年度の奨学金給付のために、毎年度末に成績証明書及び当財団の指定する報告書を在籍
する大学を通じて当財団に提出すること。

④現在または将来のいつの時点においても、暴力団等の反社会的勢力及び反社会的勢力と密接
な関係にある者と一切の繋がりをもたないこと。教職を目指す者としての責任を自覚し、高い倫理
観を持ち良識ある態度と行動を常に心がけること。

⑤奨学金用の銀行口座及び給付された奨学金を、自らの責任の下で管理し、給付された奨学金は
学業に専念することを目的に、授業料・教材料等の学業及び必要とされる住居費や生活費のみ
に適切に使い、他に流用しないこと。
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